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福山アンダンテは「病気になってもゆっくり、の

んびり生きていきましょう」という願いを込めた

名称。1人1500円の年会費と、県からの助成金

などで運営されています。①年 4回の患者交流

会②年１回のバス旅行③年３回の「たより」発行

④月１回の「おしゃべり会」⑤福山バラ祭りで乳

がん啓発ブース出展⑥県や市などからの依頼を

受けて様々な啓発活動への参加など、幅広く活動

しておられます。自らも乳がんを患い、現在も闘

病中という時森由佳さんは広報担当として中心

的な役割を担っています。１回に１２０部発行す

る「たより」の作成を一人で手掛けていて「大変

です」としながらも「毎号、毎号の反響の大きさに

励まされています」と。Ｂ４の紙４枚の裏表にカ

ラー印刷された手作りの「たより」には、諸活動に

参加した写真や記事、交流会で開催した講演会

講師の話のポイント紹介などが掲載されています。

患者交流会やおしゃべり会の会場は公立学校

共済組合　中国中央病院（福山市）の講堂や図

書館など。交流会は医療関係者を招いた講演会

が多く、おしゃべり会には入院中の男性患者の方

の参加も少なくないということです。福山アンダ

ンテと湯田学区まちづくり推進委員会が共催して

2017年11月に福山市内の湯田小学校で開いた

ピンクリボンファミリーコンサート（演奏ＮＰＯ法

人福山シンフォニーオーケストラ）が好評を博した

ことから、「今後年1回の恒例化行事にしたい」 

(時森さん)と意気込んでおられました。
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大阪市内のＪ.ＰＯＳＨ事務局を訪問された時森さん＝右端。
左隣は平田享副理事長、平田以津子理事、十亀晋事務局長

ンクリボン活動へのご支援ピ
Ｊ．ＰＯＳＨは２０１７年12月２6日、熊本・宮

崎両県内で計25ケ店の遊技場（パチンコ店）と、

宮崎県小林市でビジネスホテルを経営する岩下

兄弟株式会社（熊本県人吉市、岩下博明社長）か

ら寄付金を頂きました。同社の寄付は「お客様か

らの寄付金及び自動販売機の売上金の一部で

す」（岩下洋三常務）とし、2013年から毎年贈呈

して頂いています。熊本市内の同社モナコパレス

浜線店で行われた贈呈式には地元テレビ局4 社

が取材。岩下常務（写真右）からＪ．ＰＯＳＨの十

亀晋事務局長（同左）に寄付金が手渡され、十亀

局長は感謝状を贈りました。

同社が社会貢献活動の一環としてＪ．ＰＯＳＨ

を支援することを決めたきっかっけは、岩下常務

が同級生をがんで失ったこと。もっと早く発見し、

対応していたらとの思いが強く「とりわけ乳がんは

早期発見で治る病気であり、早期発見の啓発活動

を展開しているＪ．ＰＯＳＨさんを支援することに

しました」（同）と話しておられました。

贈呈式にて岩下常務（写真右）と同社マスコットのタマちゃ
ん（写真中央）、感謝状を贈る十亀事務局長（写真左）
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プログラム 「ピンクリボン啓発活動助成金」新
全国のピンクリボン団体や患者会の皆様から「啓発活動費用の捻出に苦労しています。」と言うお話しを伺うこ

とが増えています。そこで、およそ２０団体に一律5万円の啓発活動費用を支援することにしました。

わずかの助成金ですが、「乳がんで悲しむ人を１人でも少なくする」との同じ思いで活動されている皆様と共に啓

発を進めていければと思います。ピンクリボン啓発団体・乳がん患者会の皆様のご応募をお待ちしております。

支 給 内 容

応 募 資 格

必要提出事項

応 募 期 間

選 考

決 定 通 知

助成金支給

：
：
：

：
：
：
：

啓発活動費 １団体一律 5万円　およそ２０団体
設立1年以上経過した非営利のピンクリボン啓発団体および乳がん患者会
助成金を充当する啓発活動の内容（活動対象期間：2018 年7月〜 2019 年6月）
※活動後に報告書（写真等、記録媒体含む）をご提出頂きます
2018 年 4月１日～ 6月30日締切（書類必着）※郵送・FAX・Eメール
応募者の中から審査による選考を行います （2018 年7月初旬）
2018 年7月中旬　※支給が決定しました団体様にのみ通知致します

2018 年7月下旬　※ご指定口座への振込

募 集 概 要  

■ ご応募・お問い合わせについて ■
・募集内容についての詳細はJ.POSHホームページをご参照下さい。
・応募用紙も同ホームページよりダウンロードしてご使用頂けます。

※J.POSHホームページ　http://www.j-posh.com/

Ｊ.ＰＯＳＨのオフィシャルサポーターとして、ピ

ンクリボン運動に深いご理解とご協力を頂いて

いる日本製紙株式会社さん。このほど同社の八

代工場（熊本県八代市）を見学する機会を頂きま

した。国内に１５ある生産拠点の中で「なぜ八代

に？」――。そのわけは、コピー用紙『ピンクリ

ボンPPC』を製造している唯一の工場だからで

す。PPCは普通紙複写機用のコピー用紙のことで、

同社の主力商品の一つです。用紙のパッケージに 

ピンクリボンNEWSあとがき

Ｊ.ＰＯＳＨのロゴマークであるピンクリボンが鮮やか

に印刷されていて「ユーザーの皆様にピンクリボン運

動を広く認知して頂きたい」（同社）という思いが込め

られているのです。そして、この新ブランドのコピー

用紙の売り上げの一部をＪ.ＰＯＳＨに寄付して頂い

ています。同社が社会貢献活動の一環としてピンク

リボン運動を始めたのは、八代工場で働く矢野剛さ

ん（事務部製品課課長代理）の発案がきっかけでし

た。ゴルフ好きな矢野さんが参加したチャリティー

ゴルフ大会が乳がん啓発の大会であり、矢野さんは

この時初めて「ピンクリボンという言葉を知った」の

だそうです。「自社製品を通じて何かアピールする方

法はないだろうか」――。東京の熊谷隆さん（情報

用紙営業本部機能用紙部長代理）と相談し、２０１６

年９月に誕生したのが『ピンクリボンPPC』。見学時

にも、同用紙の製造は絶え間なく続けられていました。

オフィスや家庭でコピー機の前に立った皆さんの目に、

ピンクリボンがアレンジされた用紙が飛び込んで来

る機会が増えるのではないでしょうか。　（T・I）写真左は矢野さん、右は藤本知秀さん（同社八代工場にて）

ピンクリボン啓発活動助成金
全国にピンクリボン運動を目的とした多くの啓発団体・患者会様がいらっしゃいますが、啓発活

動費用の捻出にご苦労されているお話を伺うことが増えてまいりました。そのような中、同じ目的

をもって活動しているJ.POSHとして何かご協力できることはないかと考え今年度より、啓発活動

を行って頂くために役立てて頂ければと、わずかですが助成金による支援を決定いたしました。

〒538-0043 大阪市鶴見区今津南2丁目6番3号　認定NPO法人 J.POSH

TEL：06-6962-5071　FAX：06-6962-0065　E-mail　info@j-posh.com 

概　　　要

提出先・
お問合せ先

支給内容 １団体一律5万円、およそ20団体に支給

応募資格 設立後1年以上経過した非営利のピンクリボン啓発団体・患者会
※ 2018年７月より2019年６月末日の間に、啓発活動を実施予定であること。

選考方法・
スケジュール

応募者の中から、J.POSHピンクリボン啓発活動助成金選考委員会にて

審査による選考を行う。

応募方法 受付開始 … 2018年4月1日

応募締切 … 2018年６月30日（書類必着）
所定の申請書（裏面もしくはJ.POSHホームページ（http://www.j-posh.com）からダウンロードして下さい）に
必要事項をご記入の上、お申込み下さい。

実績報告 活動後、すみやかに報告書（写真を含む）を提出して頂きます。

活動や団体様をJ.POSHが発行する媒体にてご紹介させて頂く場合がございます。

選　　考1 2

※1 支給が決定しました団体様にのみ通知致します。　※2 ご指定口座への振込

2018年
  ７月初旬

決定通知

2018年
  ７月中旬

3 助成金支給

2018年
  ７月下旬

※1 ※2

ピンクリボン啓発活動助成金
募集フライヤー表面
（裏面は応募用紙）


